Lektion 6  Sprechen

Axel : Berlin ist Flimstadt.  Welche Filme gefallen dir?
　　　　　　　　　　　　　　　　　複数　　　　　3格
Lale : 〈Jetzt〉 sehe ich 〈gern〉 die Filme 〈unter der Regie von Fatih Akin〉. 
　　　　
 　　 Er kann das Gefühl （der Ambivalenz） 〈zwischen zwei Kulturn〉 〈sehr 
　　　　　　　　　　　　　　　　　2格
eindrucksvoll〉 darstellen.  Ich empfinde dafür Sympathie, weil ich 

〈eigentlich〉 Türkin bin.
　　　　　　　　＊der Türke （男性の）トルコ人　　die Türkei　（国名）トルコ
Axel : Ich möchte 〈einmal〉 seine Filme sehen.
　　　　　　丁寧な言い方
Lale : Wollen wir 〈jetzt〉 ins Kino gehen?

Axel : Na klar!


アクセル：ベルリンは映画の街だよ。どの映画が君にとって気に入った？ （＝どの映画が好きなの？）
ラーレ：今あたしはファティ・アキン監督の映画が見るのが好きよ。彼は2つの文化の間の相反する感情をとても印象的に描くことができるよね。（＝彼は2つの文化の間の相反をとても印象的に描けるセンスを持っているわよね。）あたしはそれに対して共感を覚える（＝同感だ）わ、だってそもそもあたしもトルコ人ですもの。
アクセル：僕も一度（いつか）彼の映画を見てみたいな。
ラーレ：今一緒に映画を見に行かない？
アクセル：もちろん！（＝異議なし！）

Der kommentar
-der Regie  f. 監督
　Die Regie führen(またはhaben)
　演出（監督）する
-das Gefühl  n. 感情、感覚、センス
-die Ambivalenz  f. 葛藤、相反
-eindrucksvoll  印象的な、感銘の深い
-dar|stellen  表す、表現する
　Das Gemälde stellt eine Alpenlandschaft dar.
　この絵はアルプスの風景を描いている
-empfinden　知覚する、感じる
　Hunger empfinden
　空腹を感じる
-dafür　（原則として「それ＋für」の意味になる）das+fürの形
-Sympathie　f.  共感；好感；賛同
　Dieser Vorschlag hat(findet) unsere volle Sympathie.
　この提案にはわれわれは大賛成だ。
-eigentlich　本当は
　Sie heißt eigentlich Meier.
　彼女は本当はマイヤーという名前です。
-Türkin　
-einmal　一度、いつか
  Kommen Sie doch einmal yu mir!
　いつか私のところへもおいでくださいね。
-Na　（親しい呼びかけなど）
-klar　澄んだ、はっきりした
　Ich bin nicht ganz klar im Kopf.
　私は頭があまりはっきりしていない。

